
①学生と関係性を作るための工夫
 • 学生の名前、得手/不得手な分野、授業への参加態度
などを把握し、必要に応じて個別に話しかけ、学生の授業
への動機づけや参加態度の向上、成績の向上に役立てる。
 • 教員に学生の理解度や参加度を伝えて、学生個別の情
報を提供し、学習者の支援を行う。

②学生の考えを引き出すための配慮や工夫
 • 学生と対話する際、例をあげて考えさせてみたり、学生の
意見を導き出した理由について問うたりするなどして、学生
が自分の考えを整理、精緻化させるようにする。
 • 学生の資質や学力に応じて厳しい質問をしたり、スモールス
テップで質問したりするなど、学生の個性を重視した教育を
提供する。

③いかに授業に興味を持ってもらうかに
　関する配慮や工夫
 • 学生の授業への関心を高めるための方法として、補助教
材の作成や学習到達目標の設定を提案する。
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フォーラム・セミナー報告

「論理的思考」や「批判的思考」は、いわ
ゆる「ジェネリック･スキル」や「キー・コンピ
テンシー」と呼ばれる基本的な能力のひと
つに数え上げられることが多く、欧米の大
学では特にその育成に強い重点が置かれ
ています。日本でも、その必要性と重要性
はしばしば指摘されていますが、積極的に
意見を述べることよりも、協調性や謙虚さを
美徳として評価する傾向の強かった日本
の文化的土壌にあっては、論理的思考や
批判的思考を育成することは難しいとされ
てきました。そうした事情もあって、「論理
的思考」や「批判的思考」には、敷居が高
い、固くて難しい、といったイメージがつきま
とっているようです。
そこで当センターでは去る7月10日（土）、

できるだけ身近に、楽しみながら論理的思
考・批判的思考を育てるメソッドを紹介す

るため、ワークショップ形式のFDフォーラム
を開催いたしました。ワークショップのファシ
リテーターは、コミュニケーション学と教育工
学をご専門とし、既に当センターの専門委員
としてご協力いただいている牧野由香里教
授（総合情報学部）です。牧野教授が開
発された「十字モデル」を体験していただく
ことが、今回のフォーラムの中心となりました。
「十字モデル」のワークは、「ディベート」
のような固い議論とはひと味違い、「対話」
や「物語」をベースとする「やわらかい議
論」を通じて、話し合いの筋道を可視化・
構造化できるという特徴があります。ワー
クの中で、参加者たちの論理的思考を自然
に促すようデザインされているのです。ま
た「十字モデル」は、そこに安心して参加で
きる対等な場作りを支援する、という機能も
持っています。参加者たちが対等に議論
に貢献でき、また、お互いに安全な状況で
コメントしあえるよう工夫されているので、相
互のコメントを経由しながら参加者の批判
的思考を育むことができます。
2時間30分にわたったプログラムは、牧
野教授による「十字モデル」の解説と、実際
に「十字モデル」を用いてのワークショップ
からなり、ワークショップでのディスカッション
は、「電子書籍」をテーマにグループ単位で

行われました。電子書籍は、Kindleや
iPadなどの登場によって今まさにブームを
迎えようとしているタイムリーな分野であると
いうこともあって、各グループのディスカッ
ションは、和気あいあいとしながらも熱の籠
もったものとなったようです。
高等教育の現状の中で、いかにして論
理的思考や批判的思考を育成してゆくか、
は今後も大きな課題でありつづけるでしょ
う。しかし今回のフォーラムによって、ご参
加下さった方々がこの課題に応えてゆくた
めのなんらかのきっかけが得られたとしたら
幸いです。当センターでは、今後も先生方
のニーズに即したフォーラムを開催してゆき
たいと考えております。ご要望などござい
ましたら、どうぞお気軽にセンターまでお寄
せ下さいますようお願いいたします。

（教育推進部助教　須長一幸）

　9月9日に第二回新任教員研修会（FD 
Café the 2nd）を開催しました。コンセプ
トは前回と同様、Facultyづくりを目指した
「共有」です。
　授業をよりよいものにするためのヒントや
アイデアは国内外を問わず、いくつかの大
学において数多示されてはいますが、そ
れらが必ずしも有用であるとは限りません。
何故なら、それはある一定の文脈を背景
あるいは下地として作られたものだからで
す。さらにそのヒントやアイデアは文字情
報として得られるばかりだからでもあります。
　わたくしたちの授業をよりよいものへと進化
させるためには、そのような借り物に頼るの
ではなく、わたくしたち自身の手と頭をつかっ
たものを編み出さなければなりません。つまり、
わたくしたちの現場、実情から出発する必
要があります。それが、大切な「何か」を
共有すること、あるいは共有できるという予
感を持つことにつながると考えるからです。

　したがいまして、会の開催に当たっては
テーマを企画サイドがあらかじめ設定して
から参加者を募るという手順を踏みません
でした。今回は春学期を終えた新任の先
生方が授業においてどのような苦労をされ
たか、いかなる工夫を試みたのかなどに
ついて事前にお知らせ頂いた上で、多く
の方に共通すると思われるテーマをその中
から選定することにしました。取り上げる
べき課題は多数ありましたが、諸事情を勘
案した結果、「学生の私語について」なら
びに「ワークショップ形式の授業運営につ
いて」を参加者による対話（ダイアログ）
の中心的テーマとしました。
　先に紹介したようにコンセプトは「共有」
ですが、それは例えば私語対策やワーク
ショップの効果的運営方法のマニュアル化
を意味するものではありません。一人ひとり
から報告された苦労や工夫を参加者はそ
れぞれの文脈において理解し、それを基

軸として展開したダイアログの中で自身に
とってのアレンジの可能性を探し、あるいは
その可能性についてのコメントを求めるこ
と、さらに参加者の誰がどんな可能性を模
索しているのかをそれぞれが確認し、それ
を自身のケースに引きつけて考えながら、
「何か」を見つけられるようにすること、そ
のことにこそ意味があると考えて、今回も
オープンエンドのスタイルを採りました。
　できることならば年度内に第三回目の開
催を企画したいと考えております。今まで
にご参加されなかった方でも、どうぞお気
軽にお立ち寄りください。

（教育推進部教授　三浦真琴）

教員、職員、学生が幅広く参加

本学への赴任前は、とある研究所で安
全に関わる業務に従事していた。現場の
最前線を担う方 と々安全教育のデザインや
実践も何度か手がけ、教育のノウハウは理
解していた･･･はずだった。
ところが、大学というところは厄介なので
ある。現場に慣れ親しんだ身にとって、教

室という環境で相手（＝学生）の反応は把
握しにくく、授業でも何をどう話していいの
やら見当がつかない。いくつか「お作法」
があるようだが、誰も手ほどきなぞしてくれ
ない。自分なりに突き進んでも良いが、そ
れも心許ない。というわけで、4月に引き続き、
2度目のFD Caféへの参加となった。
しかしFD Caféでは、各教員が抱える
様々な課題の解決方法を具体的に示して
くれる訳ではない。一方で、dialogueを通

じて多様な意見に触れるだけでも、自らの
課題の現状と経緯を把握するのに役立
つ。早々に結論に達してこぢんまりと纏まる
よりむしろ、視野を広げて全体像を描き課
題を捉え直す方が、何かと融通が利いて
都合が良いらしい。
現場で抱える課題を解決する糸口は、
机上ではなく現場で探すのが良策である。
FD Caféは、私にとってその糸口を探す好
機の一つとなる。

FD Café 2ndへ参加して
社会安全学部　准教授　中村 隆宏

9月17日にTA研修を
開催しました。秋学期
は43名のTAが授業で
活躍することになってお
り、学会等での欠席が
ありましたが、約30名
が研修に参加しました。
またTAを活用する3名

の先生方もご出席くださいました。
研修では、TAの活動内容や抱えている課題に即した内容を取り
上げるため、夏休み期間中に6名のTAにヒアリングを実施しました。
ヒアリングを通じて、TAはより質の高い活動をしたいと考え、教員か
らのアドバイスを受けながら、授業方法の改善策や学生との接し方な
どを自分なりに省察し、改善していることがわかりました。こうした改
善策は、授業内での実践や経験を基としており、教員からの指導も
受けているため、有益だと考えられますが、現状ではそれがTA個
人の知見としてとどまっている状態でした。
そこで、研修では「TAが授業を通じて導き出した工夫や改善
策を共有し、TAがさらに質の高い活動を実施していくための機
会」を提供することにしました。加えて、大学の置かれている現
状や高等教育政策について学ぶ機会を設けました。
まずは、ミニレクチャーとして、アウトカム評価や分野別質保証
について解説をし、そこでのTAの役割について話しました。
次に、TA活動における工夫を共有するためのワークショップを
行いました。TAは教材制作グループ、学生の議論を支えるグルー
プなどに分かれ、活動の現状を報告し合い、他のTAと業務内
容を共有しました。その後、「学生から話しかけられる、相談を受
ける関係性を作るための工夫」「学生の考えを引き出すためにし
ている配慮や工夫」などについて議論をし、最後に、グループで
話し合った内容を全体に報告し合いました。

TAから報告されました学生を支援するための方策をいくつか
紹介させて頂きます。

しかし、議論では、一部の学習意欲の低い学生への対処に戸
惑いを感じているTAがおり、その対応に懸念している現状が伺え
ました。今後対応策を共に検討していきたいと考えております。
次回のTA研修は、継続年数の長いTAを交えて、現場のニー

ズに応じた研修を企画・実施していきたいと考えています。TAを
活用されている先生方からご意見・ご提案がございましたら、
ciwasaki@kansai-u.ac.jpまでお願いします。
なお、当日の詳細なプログラムやTA研修のアンケート結果に関し
ては、「岩﨑千晶のつれづれ日記２　（http://d.hatena.ne.jp/kandaictl/）」
のカテゴリー「TA制度」にて公開しています。ご覧ください。

（教育推進部助教　岩崎千晶）

ファシリテーターの牧野由香里教授

情報共有を行う新任教員

意見交換の様子

第3回関西大学FDフォーラム 対話で育てる「論理的思考」 を開催しました

FD Café the 2ndを開催しました

ワークショップ参加者報告

ワークショップ型TA研修を実施しました

①学生と関係性を作るための工夫
 • 学生の名前、得手/不得手な分野、授業への参加態度
などを把握し、必要に応じて個別に話しかけ、学生の授業
への動機づけや参加態度の向上、成績の向上に役立てる。
 • 教員に学生の理解度や参加度を伝えて、学生個別の情
報を提供し、学習者の支援を行う。

②学生の考えを引き出すための配慮や工夫
 • 学生と対話する際、例をあげて考えさせてみたり、学生の
意見を導き出した理由について問うたりするなどして、学生
が自分の考えを整理、精緻化させるようにする。
 • 学生の資質や学力に応じて厳しい質問をしたり、スモールス
テップで質問したりするなど、学生の個性を重視した教育を
提供する。

③いかに授業に興味を持ってもらうかに
　関する配慮や工夫
 • 学生の授業への関心を高めるための方法として、補助教
材の作成や学習到達目標の設定を提案する。
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の先生方もご出席くださいました。
研修では、TAの活動内容や抱えている課題に即した内容を取り
上げるため、夏休み期間中に6名のTAにヒアリングを実施しました。
ヒアリングを通じて、TAはより質の高い活動をしたいと考え、教員か
らのアドバイスを受けながら、授業方法の改善策や学生との接し方な
どを自分なりに省察し、改善していることがわかりました。こうした改
善策は、授業内での実践や経験を基としており、教員からの指導も
受けているため、有益だと考えられますが、現状ではそれがTA個
人の知見としてとどまっている状態でした。
そこで、研修では「TAが授業を通じて導き出した工夫や改善
策を共有し、TAがさらに質の高い活動を実施していくための機
会」を提供することにしました。加えて、大学の置かれている現
状や高等教育政策について学ぶ機会を設けました。
まずは、ミニレクチャーとして、アウトカム評価や分野別質保証
について解説をし、そこでのTAの役割について話しました。
次に、TA活動における工夫を共有するためのワークショップを
行いました。TAは教材制作グループ、学生の議論を支えるグルー
プなどに分かれ、活動の現状を報告し合い、他のTAと業務内
容を共有しました。その後、「学生から話しかけられる、相談を受
ける関係性を作るための工夫」「学生の考えを引き出すためにし
ている配慮や工夫」などについて議論をし、最後に、グループで
話し合った内容を全体に報告し合いました。

TAから報告されました学生を支援するための方策をいくつか
紹介させて頂きます。

しかし、議論では、一部の学習意欲の低い学生への対処に戸
惑いを感じているTAがおり、その対応に懸念している現状が伺え
ました。今後対応策を共に検討していきたいと考えております。
次回のTA研修は、継続年数の長いTAを交えて、現場のニー

ズに応じた研修を企画・実施していきたいと考えています。TAを
活用されている先生方からご意見・ご提案がございましたら、
ciwasaki@kansai-u.ac.jpまでお願いします。
なお、当日の詳細なプログラムやTA研修のアンケート結果に関し
ては、「岩﨑千晶のつれづれ日記２　（http://d.hatena.ne.jp/kandaictl/）」
のカテゴリー「TA制度」にて公開しています。ご覧ください。

（教育推進部助教　岩崎千晶）

ファシリテーターの牧野由香里教授

情報共有を行う新任教員

意見交換の様子

第3回関西大学FDフォーラム 対話で育てる「論理的思考」 を開催しました

FD Café the 2ndを開催しました

ワークショップ参加者報告

ワークショップ型TA研修を実施しました


